
二
八
三

裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
難
解
な
精
神
医
学
用
語
に
関
す
る
一
考
察
（
林
）

裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
難
解
な
精
神
医
学
用
語
に
関
す
る
一
考
察

─
─
東
京
地
裁
平
二
六
年
一
二
月
一
一
日
刑
事
第
一
一
部
判
決
を
契
機
に
─
─

林　
　
　
　

弘　
　

正

一　

序　
　
　

言

　

㈠　

裁
判
員
裁
判
は
、
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
論
議
さ
れ
平
成
一
九
年
五
月
二
八
日
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

裁
判
員
法
と
略
称
す
る
）」
が
成
立
し
た
後
、
五
年
の
準
備
期
間
を
経
て
平
成
二
一
年
五
月
二
一
日
よ
り
開
始
さ
れ
た（

（
（

。
裁
判
員
裁
判
は
、
制
度
実
施
七
年

余
を
経
て
軌
道
に
の
り
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
の
公
判
前
整
理
手
続
、
量
刑
及
び
控
訴
審
の
在
り
方
等
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

横
田
尤
孝
裁
判
官
は
、
公
判
前
整
理
手
続
及
び
争
点
整
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
補
足
意
見
で
「
公
判
前
整
理
手
続
及
び
公
判
審
理
の
問
題
点
が
、
評
議

及
び
判
決
に
も
影
響
を
与
え
た
と
見
ざ
る
を
得
ず
、
公
判
前
整
理
手
続
や
公
判
審
理
の
問
題
点
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
本
件
の
具
体
的
事
案
、
争
点
、
真
に

必
要
な
証
拠
関
係
等
に
即
し
た
よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
の
判
決
が
で
き
な
い
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。」
と
判
示
す
る（

（
（

。

白
木 

勇
裁
判
官
は
、
量
刑
判
断
に
つ
い
て
補
足
意
見
で
「
量
刑
の
傾
向
の
意
義
や
内
容
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
っ
て
初
め
て
裁
判
員
と
裁
判
官
と
の
実

質
的
な
意
見
交
換
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
裁
判
体
が
量
刑
の
傾
向
と
異
な
っ
た
判
断
を
し
、
そ
う

し
た
裁
判
例
が
蓄
積
さ
れ
て
量
刑
の
傾
向
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
国
民
の
感
覚
を
反
映
し
た
量
刑
判
断
で
あ
り
、
裁
判
員
裁
判
の
健

全
な
運
用
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
判
示
す
る（

（
（

。



二
八
四

裁
判
員
裁
判
制
度
運
用
七
年
目
を
迎
え
、
裁
判
員
選
任
手
続
き
へ
の
出
席
率
の
低
下
及
び
裁
判
員
候
補
者
の
辞
退
率
の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る（

（
（

。
最
新

の
裁
判
員
裁
判
実
施
状
況
に
よ
れ
ば
、
制
度
施
行
か
ら
平
成
二
八
年
八
月
末
時
点
で
終
局
人
員
九
三
四
二
人
（
有
罪
人
員
九
〇
九
三
人
、
死
刑
二
八
人
、

無
期
懲
役
一
七
六
人
、
無
罪
五
六
人
、
控
訴
人
員
三
二
六
三
人
、
控
訴
率
三
五
・
七
％
）、
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
五
二
七
二
三
人
、
選
任
さ
れ
た
補
充
裁
判

員
一
七
九
四
一
人
、
平
均
審
理
期
間
七
・
三
日 （
自
白
五
・
二
日
、
否
認
一
〇
・
一
日
）、
平
均
公
判
前
整
理
手
続
六
・
七
月
（
自
白
五
・
二
月
、
否
認
八
・
五
月
）

で
あ
る（

（
（

。

寺
田
逸
郎
最
高
裁
判
所
長
官
は
、
平
成
二
八
年
六
月
二
三
日
開
催
の
高
等
裁
判
所
長
官
、
地
方
裁
判
所
長
、
家
庭
裁
判
所
長
会
同
に
お
け
る
挨
拶
で
「
公

判
前
整
理
手
続
の
長
期
化
へ
の
懸
念
、
否
認
事
件
に
お
け
る
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
の
在
り
方
な
ど
」
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
す
る（

（
（

。

更
に
、
近
時
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
の
裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
裁
判
員
へ
の
請
託
及
び
威
迫
と
い
う
新
た
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る（

（
（

。

　

㈡　

市
民
か
ら
構
成
さ
れ
る
裁
判
員
裁
判
は
、
健
全
な
市
民
感
覚
を
裁
判
に
導
入
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
裁
判
員
は
、
必
ず
し
も
法

律
的
知
識
に
お
い
て
十
全
と
は
い
え
ず
難
解
な
法
律
概
念
等
を
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
裁
判
員
裁
判
の
評
議

で
は
、
裁
判
官
か
ら
法
律
概
念
等
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（Posttraum

atic Stress D
isorder

、
以
下
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
略
称
す
る
）
は
、
精
神
医
学
領
域
で
は
周
知
の
概
念
で
あ
り
、

判
例
で
も
傷
害
罪
の
成
否
等
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、裁
判
員
に
は
必
ず
し
も
十
全
な
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
概
念
で
あ
る
。

本
稿
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
精
神
科
医
の
鑑
定
意
見
が
争
点
と
な
っ
た
東
京
地
裁
平
成
二
六
年
一
二
月
一
一
日
刑
事
第
一
一
部
判
決
を
素
材
に
裁
判

員
裁
判
に
お
け
る
難
解
な
精
神
医
学
用
語
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

椎
橋
隆
幸
教
授
は
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
裁
判
員
制
度
関
係
）
部
会
部
会
長
代
行
と
し
て
裁
判
員
裁
判
の
制
度
設
計
に
関
与
さ
れ
、
制
度
施
行
後
は
、

裁
判
員
裁
判
の
検
証
機
関
で
あ
る
最
高
裁
判
所
「
裁
判
員
制
度
の
運
用
等
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
座
長
と
し
て
裁
判
員
裁
判
の
展
開
を
見
守
っ
て
お

ら
れ
る
。
筆
者
は
、
実
定
法
分
野
か
ら
裁
判
員
裁
判
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
て
き
た
。
椎
橋
隆
幸
教
授
の
御
退
職
に
際
し
、
心
か
ら
の
感
謝
の
念



二
八
五

裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
難
解
な
精
神
医
学
用
語
に
関
す
る
一
考
察
（
林
）

を
こ
め
て
本
小
稿
を
献
呈
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
い
。

二　
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
判
例

㈠　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
関
し
て
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
提
唱
す
る
『
国
際
疾
病
分
類
』（International Classification of D

isorders; ICD
-

10

）
と
米
国
精
神
医
学
会
の
『
Ｄ
Ｓ
Ｍ
─

5 

精
神
疾
患
の
診
断
・
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（D

iagnostic and Statistical M
anual of M

ental D
isorders, 

Fifth Edition

）
と
の
二
つ
の
基
準
が
精
神
医
学
領
域
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
─

10
は
、
臨
床
記
述
と
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｆ
4
神
経
症
性
障
害
、

ス
ト
レ
ス
関
連
障
害
お
よ
び
身
体
表
現
性
障
害
の
Ｆ
43
重
度
ス
ト
レ
ス
反
応
お
よ
び
適
応
障
害
（Reaction to Severe Stress, and A

djustm
ent 

D
isorders

）
の
一
項
目
Ｆ
43
・
1
と
し
て
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
規
定
す
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｍ
─

5
は
、
診
断
基
準
と
コ
ー
ド
と
し
て
心
的
外
傷
お
よ
び
ス
ト

レ
ス
因
関
連
障
害
群
（T

raum
a- and Stressor-Related D

isorders

） 

の
一
項
目
３
０
９
・
８
１
と
し
て
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
規
定
す
る
。
な

お
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
─

5
は
、
臨
床
家
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
、
研
究
者
の
要
求
を
満
た
す
よ
う
開
発
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
法
廷
や
法
律
専
門
家
の
専
門
的
要
求

の
す
べ
て
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
司
法
場
面
で
の
危
険
と
限
界
を
自
認
す
る（

（（
（

。

㈡　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
最
高
裁
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
第
二
小
法
廷
決
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
事
実
の
概
要
は
、
被
告
人
が
、
①
メ
ー
ル
で
知

り
合
っ
た
Ｉ
（
一
八
歳
）
を
平
成
一
六
年
三
月
八
日
か
ら
六
月
一
九
日
ま
で
一
〇
四
日
間
、
ホ
テ
ル
及
び
自
己
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
同
宿
さ
せ
、
全
治
不
明

の
傷
害
を
負
わ
せ
、
②
メ
ー
ル
で
知
り
合
っ
た
Ｔ
（
一
七
歳
）
を
平
成
一
五
年
一
二
月
九
日
か
ら
一
五
日
ま
で
六
日
間
、
五
所
川
原
の
ホ
テ
ル
に
同
宿
さ

せ
加
療
約
二
年
三
か
月
を
要
す
る
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
傷
害
を
負
わ
せ
、
③
コ
ス
プ
レ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
知
り
合
っ
た
Ｍ
（
二
二
歳
）
を
平
成

一
六
年
八
月
二
三
日
か
ら
一
二
月
二
六
日
ま
で
一
一
六
日
間
、
自
己
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
同
宿
さ
せ
、
当
該
監
禁
期
間
中
に
脅
迫
や
暴
行
を
加
え
る
な
ど
し

た
こ
と
に
よ
り
骨
折
等
の
傷
害
を
負
わ
せ
、
④
コ
ス
プ
レ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
知
り
合
っ
た
Ｆ
（
二
三
歳
）
を
平
成
一
六
年
一
一
月
二
二
日
か
ら
一
二
月



二
八
六

二
日
ま
で
一
一
日
間
、
自
己
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
同
宿
さ
せ
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
負
わ
せ
た
。

最
高
裁
は
、「
各
被
害
者
を
不
法
に
監
禁
し
、
そ
の
結
果
、
各
被
害
者
に
つ
い
て
、
監
禁
行
為
や
そ
の
手
段
等
と
し
て
加
え
ら
れ
た
暴
行
、
脅
迫
に
よ
り
、

一
時
的
な
精
神
的
苦
痛
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
再
体
験
症
状
、
回
避
・
精
神
麻
痺
症
状
及
び
過
覚
醒
症
状
と
い
っ

た
医
学
的
な
診
断
基
準
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
特
徴
的
な
精
神
症
状
が
継
続
し
て
発
現
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
精
神
疾
患
の
一
種
で
あ
る
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
（
以
下
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
。）
の
発
症
が
認
め
ら
れ
た
」
と
す
る
原
審
の
判
断
を
支
持
し
て
「
精
神
的
機
能
の
障
害
を
惹
起
し
た
場
合

も
刑
法
に
い
う
傷
害
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
上
告
を
棄
却
し
た（

（（
（

。

原
審
東
京
高
裁
平
成
二
二
年
一
一
月
二
六
日
第
五
刑
事
部
判
決
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、
医
学
上
の
概
念
で
あ
り
、
強
い
精
神
的
外
傷
（
生
命
や
身
体
に
脅

威
を
及
ぼ
し
、
強
い
恐
怖
、
無
力
感
又
は
戦
慄
を
伴
う
よ
う
な
外
傷
体
験
）
へ
の
暴
露
に
続
い
て
、
特
徴
的
な
い
く
つ
か
の
症
状
が
発
現
し
て
く
る
も
の

で
あ
る
が
、
既
に
、
精
神
医
学
の
現
状
に
お
い
て
特
定
の
精
神
疾
患
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
関
係
各
証
拠
及
び
成
書
に

よ
る
と
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、
米
国
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
帰
還
兵
の
問
題
行
動
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の
原
因
と
し
て
議
論
さ
れ
、
我
が
国

に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
阪
神
淡
路
大
震
災
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
以
降
、
大
き
く
取
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
状
は
、
い
ま
だ
ト
ラ
ウ
マ
関

連
症
状
の
診
断
や
治
療
を
取
り
扱
う
専
門
医
も
多
く
は
な
く
、
よ
り
専
門
的
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
診
療
機
関
も
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
診
療
機
関

で
は
、
診
断
及
び
治
療
に
当
た
り
、
各
種
精
神
疾
患
に
関
す
る
世
界
的
に
共
通
の
診
断
基
準
と
し
て
、
諸
外
国
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
、
米
国
精
神
医
学

会
の
Ｄ
Ｓ
Ｍ
─〈
4
〉─
Ｔ
Ｒ
（
以
下
、
単
に
「
Ｄ
Ｓ
Ｍ
」
と
い
う
。）
あ
る
い
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｄ
─

10
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
診
断
基
準
に

準
拠
し
た
上
、
問
診
の
ほ
か
、
診
断
面
接
（
診
断
基
準
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
面
接
法
）
と
と
も
に
、
二
種
類
の
心
理
検
査
、
す
な
わ
ち
、〔
一
〕
Ｉ
Ｅ

Ｓ
─

Ｒ
（
出
来
事
イ
ン
パ
ク
ト
尺
度
改
訂
版
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
強
く
現
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の
、
患
者
が
自
記
式
で
記
入

す
る
形
式
の
も
の
）、〔
二
〕
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
臨
床
診
断
面
接
尺
度
、
二
二
項
目
の
質
問
か
ら
な
る
面
接
法
で
、
す
べ
て
行
う
と
六
〇
な
い
し
九
〇

分
程
度
を
要
し
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
診
断
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
訓
練
を
受
け
た
専
門
家
で
な
い
と
実
施
で
き
な
い
も
の
）
を
施
行
し
、
患
者
の
ト
ラ

ウ
マ
反
応
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
そ
の
程
度
を
調
べ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
治
療
方
針
や
治
療
計
画
を
立
て
て
い
き
、
そ
の
治
療
と
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し
て
は
、
基
本
的
な
ケ
ア
を
心
掛
け
つ
つ
、
患
者
が
ト
ラ
ウ
マ
体
験
を
乗
り
越
え
て
も
と
の
生
活
に
近
い
暮
ら
し
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う
、
適
切

な
訓
練
を
受
け
た
治
療
者
に
よ
る
認
知
行
動
療
法
等
の
精
神
療
法
や
薬
物
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に

お
け
る
診
断
基
準
の
内
容
は
別
紙
六
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下
、
当
該
診
断
基
準
の
う
ち
、
外
傷
体
験
に
関
す
る
項
目
を
「
Ａ
基
準
」、
再
体
験
症
状
に
関

す
る
項
目
を
「
Ｂ
基
準
」、
回
避
・
精
神
麻
痺
症
状
に
関
す
る
項
目
を
「
Ｃ
基
準
」、
過
覚
醒
症
状
に
関
す
る
項
目
を
「
Ｄ
基
準
」、
障
害
の
持
続
期
間
に
関

す
る
項
目
を
「
Ｅ
基
準
」、
臨
床
上
著
し
い
苦
痛
又
は
社
会
的
機
能
等
の
障
害
に
関
す
る
項
目
を
「
Ｆ
基
準
」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
し
、
ま
た
、
Ａ
基
準
内
に

列
記
さ
れ
た
細
目
の
（
二
）
を
指
す
と
き
は
、
単
に
「
Ａ
（
二
）
基
準
」
と
い
う
。）
が
、
こ
う
し
た
診
断
基
準
や
そ
の
診
断
、
治
療
の
現
状
に
照
ら
す
と
、

上
記
の
よ
う
な
専
門
機
関
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
に
依
拠
し
た
適
切
な
診
断
が
行
わ
れ
る
限
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
判
定
さ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、

単
に
精
神
的
に
一
時
的
な
苦
痛
あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス
を
被
っ
た
な
ど
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
た
も
の
と
見
ざ
る
を
得
ず
、
刑
法
上
の
傷
害
に
該
当
す
る
こ

と
は
否
定
し
難
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
刑
法
上
の
傷
害
の
有
無
、
内
容
及
び
程
度
（
治
療
期
間
等
）
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
、
し
か
る
べ
き
医

師
の
作
成
し
た
診
断
書
等
の
証
拠
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
精
神
疾
患
、
と
り
わ
け
本
件
で
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
あ
る
い
は
解

離
性
障
害
）
の
場
合
に
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
そ
の
診
断
基
準
が
相
応
に
複
雑
な
内
容
で
あ
る
上
、
当
該
診
断
に
当
た
っ
て
は
、
用
い
ら
れ
る
手
法
や
各

診
断
項
目
に
対
す
る
該
当
性
の
判
断
等
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
精
神
医
学
上
の
知
識
や
経
験
等
を
要
し
、
以
上
を
踏
ま
え
た
専
門
的
か
つ
総
合
的
な
検
討
に

基
づ
か
な
い
限
り
、
適
正
か
つ
妥
当
な
判
定
を
行
う
こ
と
は
、
実
際
的
に
も
困
難
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
前
記
の
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

に
お
け
る
精
神
医
学
界
の
議
論
の
現
状
等
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
の
よ
う
に
、
被
告
人
の
各
犯
行
を
外
傷
体
験
と
し
て
、
各
被
害
女
性
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
に

罹
患
し
た
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
傷
害
」
に
該
当
す
る
か
否
か
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
鑑
定
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
精
神
疾
患
に
詳
し

い
専
門
医
に
よ
る
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
犯
罪
に
よ
る
傷
害
の
有
無
及
び
程
度
を
認
定
す
る
の
が
相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
刑
法
上

の
傷
害
の
有
無
等
に
対
す
る
判
断
は
、
も
と
よ
り
法
律
判
断
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
に
お
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
差
し
挟
み
、
そ
の
信
用
性
が
否
定
さ
れ

る
べ
き
場
合
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
定
の
精
神
疾
患
に
対
す
る
該
当
性
や
そ
の
内
容
、
程
度
に
関
す
る
診
断
は
、
そ
れ

が
い
か
な
る
機
序
等
に
よ
り
発
症
し
た
か
否
か
の
点
も
含
め
、
上
記
の
よ
う
に
、
非
常
に
専
門
的
な
分
野
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
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診
断
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
当
該
鑑
定
等
の
前
提
条
件
や
結
論
を
導
く
推
論
過
程
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
な

い
限
り
、
基
本
的
に
そ
の
信
用
性
は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
概
念
に
つ
い
て
判
示
す
る（

（（
（

。

㈢　

最
高
裁
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
第
二
小
法
廷
決
定
の
判
断
は
、
原
審
東
京
高
裁
平
成
二
二
年
一
一
月
二
六
日
第
五
刑
事
部
公
判
廷
で
の
精
神
科

医
の
証
言
に
依
拠
す
る
こ
と
大
で
あ
る（

（（
（

。裁
判
員
裁
判
制
度
導
入
は
、刑
事
司
法
に
お
け
る
精
神
科
医
の
関
与
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
。

特
に
、
裁
判
員
裁
判
公
判
廷
で
は
、
精
神
科
医
に
対
し
裁
判
員
に
理
解
し
易
い
供
述
が
要
求
さ
れ
る（

（（
（

。

三　

東
京
地
裁
平
成
二
六
年
一
二
月
一
一
日
刑
事
第
一
一
部
判
決
の
検
討

㈠　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、
裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
難
解
な
精
神
医
学
用
語
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
具
体
的
事
案
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か

を
東
京
地
裁
平
成
二
六
年
一
二
月
一
一
日
刑
事
第
一
一
部
判
決
に
お
い
て
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
精
神
科
医
の
証
言
を
当
該
裁
判
傍
聴
と
刑
事
確
定
訴
訟

記
録
法
四
条
一
項
に
基
づ
く
保
管
記
録
閲
覧
に
よ
り
考
察
す
る（

（（
（

。

本
事
案
は
、
強
姦
致
傷
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
、
大
麻
取
締
法
違
反
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
違
反
に
問
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
争
点
の
一
つ
は
、

強
姦
行
為
に
よ
り
発
症
し
た
被
害
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
受
傷
結
果
と
し
て
強
姦
致
傷
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
か
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
罪
と
な
る
べ
き
事
実
と
し
て
「
被
告
人
は
、
平
成
二
六
年
二
月
一
九
日
午
前
〇
時
三
〇
分
か
ら
同
日
午
前
一
時
一
五
分
頃
ま
で
の
間
、
被

告
人
方
に
お
い
て
、
被
告
人
方
を
訪
れ
て
被
告
人
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
Ａ
を
強
い
て
姦
淫
し
よ
う
と
考
え
、
同
人
に
覆
い
被
さ
っ

て
押
さ
え
付
け
、
仰
向
け
に
さ
せ
た
同
人
の
両
足
を
両
手
で
押
し
開
く
な
ど
の
暴
行
を
加
え
、
そ
の
反
抗
を
抑
圧
し
て
同
人
と
性
交
し
、
そ
の
際
、
前
記

一
連
の
行
為
に
よ
り
、
同
人
に
全
治
約
七
か
月
（
同
年
九
月
二
六
日
に
は
消
失
し
た
と
評
価
で
き
る
。）
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
傷
害
を
負
わ
せ

た
」
と
し
、
証
人
Ａ
及
び
同
小
西
聖
子
の
公
判
廷
に
お
け
る
各
供
述
及
び
統
合
捜
査
報
告
書
四
通
を
証
拠
と
す
る
。
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東
京
地
裁
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
専
門
医
で
あ
る
武
蔵
野
大
学
精（
マ
マ
）

神
科
小
西
聖
子
医
師
の
診
断
方
法
に
お
い
て
不
合
理
な
点
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
人
の
当
公

判
廷
に
お
け
る
供
述
か
ら
、
被
害
者
が
本
件
後
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
り
患
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
前
記
小
西
医
師
が
、
被
害
者
に
つ
い
て
鑑

定
時
（
五
月
九
日
）
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
精
度
の
高
い
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
面
接
法
と
し
て
各
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
構
造
化
面
接
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
に

よ
る
面
接
、
診
断
を
基
に
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
点
数
が
八
一
点
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
程
度
は
重
度
と
評
価
し
た
こ
と
は
信
用
で
き
、
そ
の
よ
う
な
傷
害
が
強
姦
致

傷
罪
の
傷
害
に
当
た
る
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
る
。」
と
し
、「
被
害
者
は
性
交
を
承
諾
し
て
お
ら
ず
、
被
害
者
か
ら
抵
抗
さ
れ
続
け
る
う
ち
に
、
被
告
人

は
自
己
の
行
為
を
被
害
者
が
受
け
入
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
は
ず
で
あ
り
、
被
害
者
の
同
意
が

あ
る
と
は
認
識
し
な
い
で
、
被
告
人
と
体
格
差
の
あ
る
被
害
者
に
覆
い
被
さ
っ
て
押
さ
え
付
け
、
仰
向
け
に
さ
せ
た
同
人
の
両
足
を
両
手
で
押
し
開
く
な

ど
の
暴
行
を
加
え
、
も
っ
て
姦
淫
し
、
よ
っ
て
被
害
者
に
全
治
約
七
か
月
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。」
と
判
示
し
、
強
姦
致

傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
。

㈡　

東
京
地
裁
は
、
平
成
二
六
年
一
〇
月
七
日
証
人
採
用
予
定
医
師
小
西
聖
子
に
よ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
る（

（（
（

。
平
成
二
六
年
一
一
月

二
八
日
開
催
第
七
回
公
判
前
整
理
手
続
で
は
、「
争
点
整
理
案
」
と
し
て
「
強
姦
致
傷
罪
に
つ
き
、
被
告
人
と
Ａ
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
の
客
と
従
業
員
の
関
係

で
あ
っ
た
こ
と
、
被
告
人
が
Ａ
と
キ
ス
し
、
乳
房
を
も
む
な
ど
し
て
性
交
し
た
こ
と
は
争
わ
な
い
。

本
件
の
争
点
は
、
強
姦
致
傷
罪
に
つ
き
、
①
被
告
人
が
、
Ａ
に
対
し
、
暴
行
を
加
え
た
か
否
か
、
②
Ａ
が
被
告
人
と
の
性
交
を
承
諾
し
て
い
な
か
っ
た

か
否
か
、
③
被
告
人
が
Ａ
が
性
交
を
承
諾
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
否
か
、
④
Ａ
が
本
件
犯
行
に
よ
り
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
負
っ

た
か
否
か
で
あ
る
。

争
点
①
な
い
し
③
に
つ
い
て
、
検
察
官
は
被
告
人
と
Ａ
は
客
と
店
員
の
関
係
に
過
ぎ
ず
、
被
告
人
が
右
腕
の
上
か
ら
乗
り
か
か
る
な
ど
し
て
身
体
を
押

さ
え
つ
け
、
キ
ス
を
し
、
乳
房
を
も
む
な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
こ
と
、
Ａ
は
被
告
人
と
の
性
交
等
を
承
諾
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
被
告
人
も
Ａ
が
性
交

を
承
諾
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
人
は
、
被
告
人
と
Ａ
は
個
人
的
に
遊
ぶ
約
束
を
し
て
お
り
、
被
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告
人
は
Ａ
に
対
し
て
右
腕
の
上
か
ら
乗
り
か
か
る
な
ど
し
て
身
体
を
押
さ
え
つ
け
て
お
ら
ず
、
キ
ス
を
し
、
乳
房
を
も
む
な
ど
は
し
た
が
、
暴
行
と
は
評

価
で
き
ず
、
結
局
被
告
人
は
Ａ
に
暴
行
を
加
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
Ａ
は
被
告
人
と
の
性
交
等
を
黙
示
的
に
承
諾
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
被
告
人
は

Ａ
が
性
交
等
を
承
諾
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
争
点
④
に
つ
い
て
、
検
察
官
は
、
Ａ
が
本
件
犯
行
に
よ
り
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
を
負
っ
た
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
弁
護
人
は
、
Ａ
は
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
負
っ
て
お
ら
ず
、
仮
に
負
っ
た
と
し
て
も
、
Ａ
の
傷
病
の
程

度
は
軽
微
で
あ
り
、
強
姦
致
傷
罪
に
は
当
た
ら
な
い
旨
主
張
す
る
。」
が
提
示
さ
れ
た
。

㈢　

平
成
二
六
年
一
二
月
五
日
第
二
回
公
判
に
お
い
て
精
神
科
医
小
西
聖
子
は
、
三
四
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
映
し
て
被
害
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
に
関
す
る
供
述
を
展
開
す
る
。
小
西
聖
子
医
師
の
供
述
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（（
（

。

「
時
間
も
余
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
は
ど
う
い
う
病
気
な
の
か
、
そ
れ
か
ら
、
実
際
に
Ａ
さ
ん
の
症
状
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
中
心
に
お
話
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
を
見
て
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
正
式
に
は
、「Posttraum

atic Stress D
isorder

」
と

い
う
英
語
の
Ｐ
と
Ｔ
と
Ｓ
と
Ｄ
、頭
文
字
を
取
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
だ
と
、心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
心
的
外
傷
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
、
ト
ラ
ウ
マ
に
当
た
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
で
、
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
の
後
に
生
じ
る
ス
ト
レ
ス
の
反
応
に
よ
る
障
害

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
三
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
い
う
病
気
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
一
言
で
言
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
け
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
ト
ラ
ウ
マ

に
な
る
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
な
体
験
の
記
憶
と
そ
の
と
き
の
感
情
、
例
え
ば
、
恐
怖
感
と
か
無
力
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
頭
に
焼
き
付
い
て
し
ま

う
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
取
れ
な
く
て
、
心
身
に
不
具
合
が
起
き
る
状
態
の
こ
と
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
だ
く
と
い
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
患
者
さ
ん
、
一
般
に
今
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
ま
し
た
が
、
頭
の
中
に
い
つ
も
そ
の
映
像
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が
放
送
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
な
場
面
の
映
像
で
す
ね
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
る
と
画
面
も
音
も
頭
中
一
杯
に
な
っ
て
、
ほ
か
の
こ
と
は
何

も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
た
方
も
い
ま
す
し
、「
思
い
出
す
と
そ
の
時
に
ワ
ー
プ
し
た
み
た
い
に
痛
み
や
に
お
い
も
よ
み
が

え
り
ま
す
。」
と
言
わ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
少
し
そ
れ
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
四
を
見
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
ふ
だ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
嫌
な
体
験
と
い
う
の
も
す
る
わ
け
で
す
け
ど
、「
普
通
の
い
や
な
記
憶
」
と
い

う
の
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
の
を
少
し
図
に
し
て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
こ
れ
、
恋
人
と
ケ
ン
カ
し
た
で
も
、
学
校
で
怒
ら
れ
た
で
も
何
で
も
い
い
ん

で
す
け
ど
、そ
う
い
う
普
通
の
嫌
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、と
か
、例
え
ば
そ
の
と
き
に
電
車
に
乗
っ
て
い
た
と
か
、夜
だ
っ
た
と
か
、怒
っ
て
シ
ャ

ツ
の
ボ
タ
ン
が
飛
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
と
き
の
感
情
も
あ
っ
た
と
し
ま
す
ね
。
確
か
に
、
多
分
そ
の
日

一
日
は
電
車
に
乗
れ
ば
そ
の
こ
と
を
思
い
だ
す
で
し
ょ
う
し
、
嫌
な
気
持
ち
も
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
じ
ゃ
あ
、
そ
う
い
う
人
が
次
の

日
に
電
車
に
乗
っ
た
と
き
に
も
、
こ
の
事
件
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
電
車
に
乗
れ
な
く
な
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
日

に
は
、あ
あ
、昨
日
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
ち
ょ
っ
と
嫌
な
気
持
ち
が
す
る
け
れ
ど
も
、ま
あ
、会
社
に
行
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
と
思
っ

て
乗
る
と
い
う
の
が
普
通
の
あ
り
よ
う
で
す
よ
ね
。
こ
の
図
で
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
こ
、
最
初
は
結
び
付
い
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
す

ぐ
に
こ
れ
ら
の
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
電
車
に
乗
る
こ
と
と
け
ん
か
し
た
こ
と
は
別
だ
し
、
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン

ド
ル
も
け
ん
か
し
た
こ
と
と
は
別
の
こ
と
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
と
。
こ
う
い
う
全
体
の
つ
な
が
り
と

い
う
の
も
、
す
ぐ
に
ぼ
や
け
て
く
る
。
時
間
は
掛
か
り
ま
す
し
、
恋
人
と
ケ
ン
カ
し
た
記
憶
が
な
く
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
も
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
「
普
通
の
い
や
な
記
憶
」
の
在
り
方
で
す
。
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
の
体
験
の
場
合
に
ど
う
な
る
か
。

ス
ラ
イ
ド
五
を
見
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
性
的
な
被
害
体
験
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
は
夜
で
、
男
性
に
襲
わ
れ
て
、
一
人
で
外
出
し
た
と
き
で
、

例
え
ば
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
が
飛
ぶ
よ
う
な
体
験
が
あ
っ
た
と
か
、
外
す
よ
う
な
体
験
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
と
き
の
恐
怖
や
無
力
感
は
、
さ
っ

き
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
記
憶
が
あ
っ
た
と
き
に
、
頭
の
中
に
こ
の
全
体
が
凍
り
付
く
よ
う
な
感
じ
で
入
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
く
と
い
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
い
ろ
ん
な
結
び
付
い
て
る
線
が
あ
り
ま
す
け
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れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
取
れ
て
い
か
な
い
ん
で
す
ね
。
凍
っ
て
全
部
一
緒
に
な
っ
て
る
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
作
っ
た
ん
で
す
が
、
例
え
ば
男
性

に
会
う
と
、
こ
れ
全
体
が
引
き
ず
り
出
さ
れ
て
き
て
、
非
常
に
恐
怖
も
よ
み
が
え
る
と
か
、
あ
る
い
は
夜
に
な
る
だ
け
で
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

頭
が
一
杯
に
な
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
記
憶
の
特
徴
で
す
。
で
す
か
ら
、
長
い
時
間
た
っ
て
も
、
例
え
ば
三
ヵ
月
、
半
年
と
い
う

ふ
う
に
た
っ
て
も
、
な
か
な
か
こ
れ
が
取
れ
て
い
か
ず
に
、
生
活
に
不
具
合
が
出
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た
だ
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
六
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
い
う
体
験
を
し
た
と
き
に
、
人
が
ど
れ
く
ら
い
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
の
研
究
の
一
番
先
進
国
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
八
〇
〇
〇
人
を
調
べ
た
デ
ー
タ
か
ら
取
っ
て
き
て
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
ど
れ
も
ト
ラ
ウ
マ
に
な
り
得
ま
す
。
例
え
ば
、
自
然
災
害
で
命
の
危
険
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ト
ラ
ウ
マ
で
す
し
、
そ
れ
か

ら
身
体
的
な
暴
力
で
大
け
が
を
し
た
と
い
う
の
も
ト
ラ
ウ
マ
で
す
。
レ
イ
プ
の
体
験
も
ト
ラ
ウ
マ
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
グ
ラ
フ
の
ブ
ル
ー
の
ほ
う

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
被
害
を
一
生
の
う
ち
に
受
け
る
こ
と
が
あ
る
か
と
い
う
確
率
を
表
し
て
い
ま
す
。
赤
い
ほ
う
は
、
そ
う
い
う
被
害
を
受
け

た
人
が
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
レ
イ
プ
は
ト
ラ
ウ
マ
体
験
を
し
た

人
の
う
ち
約
半
数
の
女
性
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
り
ま
す
。
極
め
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
出
来
事
だ
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
自
然
災
害
、
例
え
ば
東

日
本
大
震
災
の
と
き
の
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
、
比
較
的
多
く
の
人
が
体
験
さ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
る

人
は
、
こ
の
グ
ラ
フ
で
す
と
五
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
、
二
〇
人
に
一
人
く
ら
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
性
暴
力
被
害
と
い
う

の
は
、
女
性
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
中
で
は
非
常
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
七
を
見
て
く
だ
さ
い
。
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
「
精
神
科
の
診
断
は
ど
の
よ
う
に
行
な
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
特
に
こ
う
い

う
裁
判
に
関
わ
る
と
き
に
は
、
客
観
性
と
い
う
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
内
科
の
疾
患
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

例
え
ば
高
血
圧
っ
て
何
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
と
き
に
は
、
最
高
血
圧
が
一
四
〇
か
最
低
血
圧
が
九
〇
の
い
ず
れ
か
、
又
は
以
上
だ
と
い
う
ふ
う

に
一
般
的
に
定
義
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
精
神
障
害
で
も
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
限
ら
ず
、
統
合
失
調
症
や
う
つ
病
や
パ
ニ
ッ

ク
障
害
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
基
準
が
国
際
的
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
満
た
せ
ば
そ
の
疾
患
だ
と
診
断
す
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
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て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
も
国
際
的
な
基
準
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
診
断
し
ま
す
。
今
回
の
診
断
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
研
究

が
一
番
充
実
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
精
神
医
学
会
の
基
準
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
と
い
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
Ｄ
Ｓ
Ｍ
─

Ⅳ
─

Ｔ
Ｒ
版
を
使
用
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
八
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
基
準
」の
題
だ
け
取
っ
た
も
の
で
す
。
全
体
だ
と
か
な
り
細
か
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

こ
こ
に
は
Ａ
か
ら
Ｆ
の
六
つ
の
基
準
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
の
基
準
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
い
内
容
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
Ａ
か
ら
Ｆ
が
全
部
通
過
し

た
と
き
と
い
い
ま
す
か
、
条
件
を
満
た
し
た
と
き
に
、
初
め
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
ふ
う
に
診
断
し
ま
す
。
Ａ
は
、「
ト
ラ
ウ
マ
と
な
る
よ
う
な
出
来
事

を
経
験
す
る
」
こ
と
。
Ｂ
と
Ｃ
と
Ｄ
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
を
示
し
て
い
ま
す
。「
再
体
験
の
症
状
」「
回
避
、
麻
痺
の
症
状
」「
持
続
的
な
過
剰
覚
醒
の

症
状
」、
こ
の
赤
に
な
っ
て
い
る
三
つ
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
Ｅ
と
し
て
、「
一
か
月
以
上
の
症
状
持
続
」
が
あ
る
と
。
要
す
る
に
、

慢
性
的
で
あ
る
こ
と
。
Ｆ
と
し
て
、「
重
要
な
機
能
へ
の
障
害
」
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
今
回
も
診
断
を
い
た

し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
九
を
見
て
く
だ
さ
い
。「
使
用
し
た
診
断
ツ
ー
ル
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
お
き
ま
す
。「Clinician-A

dm
inistered PT

SD
 Scale

」、
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
診
断
の
た
め
の
構
造
化
面
接
で
す
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
徹

底
し
た
制
度
の
高
い
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
面
接
法
と
し
て
各
国
の
臨
床
・
研
究
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
構
造
化
面
接
っ
て
い
う
の
は
、
診
断
し

て
い
く
と
き
に
、
決
ま
っ
た
手
順
に
よ
っ
て
、
漏
れ
や
偏
り
が
な
く
客
観
性
を
高
め
た
診
断
が
行
え
る
よ
う
に
順
番
を
定
め
た
り
、
聞
き
方
を
定
め

た
り
し
て
い
る
も
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
○
×
で
付
け
る
よ
う
な
も
の
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
そ
う
い
う
質
問
群
で
あ
り

ま
し
て
、
所
要
時
間
は
大
体
一
時
間
で
済
む
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
二
時
間
く
ら
い
掛
か
る
も
の
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
一
〇
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
細
か
く
て
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
中
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

の
項
目
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
診
断
す
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
例
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
が
こ

の
中
に
幾
つ
も
入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
お
聞
き
し
て
、
実
際
に
対
象
者
の
方
に
具
体
的
に
話
し
て
も
ら
っ
て
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
更
に
聞
き

返
し
て
と
い
う
形
で
、
や
っ
ぱ
り
臨
床
家
で
な
い
と
使
え
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
御
参
考
の
た
め
に
こ
れ
は
出
し
ま
し
た
。
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ス
ラ
イ
ド
一
一
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
か
ら
は
Ａ
さ
ん
の
症
状
を
具
体
的
に
、
で
は
、
こ
の
基
準
に
従
っ
て
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
示
し

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
出
し
ま
し
た
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
基
準
」
で
す
が
、
ま
ず
こ
の
中
の
「
Ａ
．
ト
ラ
ウ
マ
と
な
る
よ
う

な
出
来
事
を
経
験
す
る
」
と
い
う
の
が
、
Ａ
さ
ん
の
場
合
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
一
二
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
実
際
の
Ａ
の
基
準
で
す
。
こ
れ
を
全
部
読
み
ま
す
と
、
と
て
も
大
変
な
も
の
で
す
の
で
、
こ
こ
は
、
正

式
に
は
こ
う
い
う
基
準
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ラ
イ
ド
一
三
を
見
て
く
だ
さ
い
。「
Ａ
基
準
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
Ａ
基
準
に
は
性
的
暴
行
が
含
ま
れ
て
、
あ
っ
、
こ
れ
す
み
ま
せ
ん
、

少
し
語
順
が
間
違
っ
て
い
ま
す
が
、
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
Ａ
さ
ん
は
強
い
恐
怖
感
、
無
力
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
、

要
す
る
に
性
的
暴
行
と
い
う
の
が
Ａ
の
客
観
的
な
基
準
に
当
た
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
強
い
恐
怖
感
、
無
力
感
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
、
Ａ
が
通

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
性
的
暴
行
っ
て
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
─

5
な
ん
か
に
は
も
う
少
し
具
体

的
に
書
い
て
た
、
5
と
い
う
の
は
こ
の
次
の
新
し
い
版
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
は
書
い
て
あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
性
的
な
暴
力
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

が
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
で
も
、
行
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
っ
た
も
の
で
も
通
る
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
っ
て
、
例
と
し
て
、
強
要
さ
れ
た
性
交
、

薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
下
の
性
交
、
虐
待
的
な
性
的
接
触
、
接
触
の
な
い
性
的
虐
待
、
性
的
人
身
売
買
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
臨

床
的
な
と
い
い
ま
す
か
、
診
断
は
御
本
人
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
体
験
に
従
っ
て
し
ま
す
か
ら
、
本
人
は
自
分
で
は
そ
こ
か
ら
逃
れ
た
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
抵
抗
し
た
け
ど
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
私
た
ち
は
事
実
認
定
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
こ
こ
で
は
診
断
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
症
状
の
全
体
像
と
い
う
も
の
か
ら
、
こ
こ
が
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、

ま
た
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
ま
た
後
、
見
て
い
た
だ
い
て
か
ら
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
一
四
を
見
て
く
だ
さ
い
。
次
に
、
Ｂ
の
「
再
体
験
の
症
状
」
で
す
ね
。

ス
ラ
イ
ド
一
五
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
は
五
項
目
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
項
目
以
上
が
必
要
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
一
六
を
見
て
く
だ
さ
い
。「
再
体
験
の
症
状
」
は
、
と
て
も
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
は
大
事
な
症
状
で
、
そ
の
代
わ
り
一
項
目
以
上
あ
れ
ば
通
る
こ
と
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に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
症
状
は
ト
ラ
ウ
マ
記
憶
に
直
接
関
連
す
る
症
状
で
す
。
単
に
嫌
な
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
は
な
く
、
繰
り
返
し
思
い
出
し
、

侵
入
的
で
、
向
こ
う
か
ら
記
憶
が
や
っ
て
き
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
止
め
よ
う
と
思
っ
て
も
止
ま
ら
な
い
。
で
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。

思
い
出
し
た
も
の
が
生
々
し
く
、
現
実
の
よ
う
で
、
日
常
の
行
動
を
妨
げ
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
場
合
は
、
五
項
目
中
四
項
目
に
該
当
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
一
七
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
実
際
に
言
わ
れ
た
も
の
の
一
部
分
で
す
。
こ
れ
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
症
状
で
す
け
れ
ど
、Ｂ
の（
三
）

と
い
う
と
こ
ろ
の
症
状
で
す
け
れ
ど
も
、

が
そ
ば
に
い
た
と
き
に
、
特
に
横
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
も
、
被
疑
者
の
映
像
が
か
ぶ

る
こ
と
が
あ
り
、
被
疑
者
が
自
分
に
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
こ
れ
鑑
定
時
で
す
の
で
、
そ
う
な
っ
て
お
り
ま
す
。
被
疑
者
が
自
分
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ

う
な
映
像
が
見
え
て
い
た
。

が
近
寄
る
と
映
像
も
近
寄
り
、
泣
き
叫
ん
で
拒
否
し
て
し
ま
っ
た
。
事
件
が
も
う
一
回
起
き
て
い
る
よ
う
で
、

な
ん
で
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
、
そ
の
場
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ど
う
し
て
同
じ
こ
と
が
二
回
起
き
て
い
る
の
か
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
泣
き
叫
ん
で
い
て
、
相
手
が
来
る
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
拒
否
し
て
て
、
そ
こ
で
も
う
覚
え
て
な
い
ん
で
す

け
ど
、

は
そ
の
後
、
気
絶
し
た
っ
て
言
っ
て
て
、
私
も
気
が
付
い
た
ら
布
団
で
寝
て
い
た
感
じ
で
す
ね
と
言
わ
れ
て
い
て
、
記
憶
が
生
々
し

い
ま
ま
で
想
起
さ
れ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
Ｂ
の
（
三
）
の
項
目
で
す
ね
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
該
当
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
一
八
を
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
Ｂ
の
症
状
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
事
件
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、

い
ろ
ん
な
き
っ
か
け
が
あ
る
と
思
い
出
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
、
体
の
反
応
と
し
て
、
呼
吸
が
う
ま
く
で
き
な
い
、
そ
れ
か
ら

動
悸
が
す
る
、
心
臓
が
速
く
な
っ
て
、
変
化
し
て
、
実
際
に
ド
ク
ド
ク
い
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
く
ら
い
に
な
り
、
呼
吸
が
で
き
な
い
と
き
は
苦
し

く
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
る
く
ら
い
だ
と
い
う
ふ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
Ｂ
の
（
五
）
の
項
目
で
す
ね
。「
き
っ
か
け
が
あ
る
と
身
体
的

反
応
が
生
じ
る
」
と
い
う
項
目
に
該
当
し
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
場
合
に
は
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
四
項
目
に
該
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
一
九
を
見
て
く
だ
さ
い
。
続
い
て
、
Ｃ
の
「
回
避
、
麻
痺
の
症
状
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
に
七
項
目
あ
り
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
〇
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
診
断
基
準
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
一
を
見
て
く
だ
さ
い
。
Ｃ
は
七
項
目
中
三
項
目
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ウ
マ
を
思
い
出
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
意
識
的
、
無
意
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識
的
に
回
避
す
る
、
避
け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
、
そ
れ
が
持
続
し
ま
す
。
回
避
す
る
た
め
に
患
者
は
様
々
な
努
力
を
し
ま
す
。
例
え
ば
外

に
出
な
い
と
か
、
一
人
で
何
々
し
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、
そ
の
た
め
に
感
情
や
生
活
の
幅
が
狭
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ウ
マ
記
憶
の
一
部
の
想
起
不
能
、
要
す
る
に
思
い
出
そ
う
と
思
っ
て
も
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
形
で
、
避
け
る

わ
け
で
す
ね
。
思
い
出
す
と
、
も
の
す
ご
く
苦
痛
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
二
を
見
て
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な
症
状
を
こ
こ
に
幾
つ
か
挙
げ
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
、「
レ
ジ
が
男
性
だ
と
買
い
物
が
で
き
な
い
。」
こ

う
い
う
性
的
な
被
害
の
ト
ラ
ウ
マ
体
験
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
っ
た
方
は
、
ほ
ぼ
大
体
男
性
が
苦
手
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
レ
ジ
が
男
性
だ
と
買
い
物

が
で
き
な
い
。」
と
。「
あ
の
日
か
ら
、
ボ
タ
ン
の
あ
る
シ
ャ
ツ
が
着
れ
な
く
な
っ
た
」、
こ
れ
は
な
か
な
か
分
か
り
に
く
い
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
洋

服
の
ボ
タ
ン
が
外
さ
れ
て
い
っ
た
場
面
と
い
う
の
が
、
と
て
も
彼
女
に
無
力
感
を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
、
洋
服
じ
ゃ
な
く
て
も
、
ほ
か
の

も
の
で
も
、
ボ
タ
ン
を
外
す
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
男
性
が
怖
い
、
人
混
み
が
怖
い
と
い
う
ふ
う
に
な
る
の
で
、「
結
局
、

家
か
ら
出
て
一
人
で
何
か
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」。
そ
れ
か
ら
、
被
告
人
は

に
乗
っ
て
い
た
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、

が
走
っ
て
く

る
と
顔
を
伏
せ
て
し
ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
み
ん
な
Ｃ（
二
）と
い
う
項
目
で
す
。「
活

動
、
場
所
、
人
物
な
ど
の
回
避
」
と
い
う
も
の
に
該
当
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
事
件
の
重
要
な
部
分
、
後
半
の
部
分
が
ど
う
し
て
も
最
初
か
ら
思
い

出
せ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
こ
れ
が
Ｃ
（
三
）
の
項
目
、「
局
面
の
想
起
不
能
」
に
該
当
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
三
を
見
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
以
前
は
楽
し
ん
で
い
た

な
ど
の

を
行
わ
な
く
な
り
、
行
っ
て
い
た

に
つ
い

て
も
『
先
に
や
り
た
い
と
思
わ
な
い
か
ら
、
た
だ
紙
を
見
て
い
る
だ
け
』
に
な
っ
て
い
る
。」。
そ
れ
か
ら
、

こ
と
が
以
前
の
よ
う
に
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
感
情
が
麻
痺
し
た
よ
う
に
感
じ
た
り
、
愛
情
や
幸
福
感
な
ど
の
気
持
ち
を
感

じ
に
く
い
。」、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く
い
の
で
具
体
的
な
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
例
え
ば
、

が
、「
味
方
な
の
は
わ
か
っ
て
い
る
し
、

は
す
ご
い
私
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
も
わ
か
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
私
自
身
が

に
対
し
て
何
も
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、

と
か
っ
て
い
う
よ
り
、
無
関
心
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
関
心
が
ま
る
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
一
緒
に
空
間
に
い
る
、
な
ん
か
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人
っ
て
い
う
よ
り
も
、
な
ん
か
、
な
に
か
物
体
み
た
い
な
感
じ
」
と
い
う
ふ
う
な
お
答
え
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
、
不
思
議
で
す
よ
ね
。
一
緒
に
い

て
く
れ
れ
ば
買
物
に
行
け
る
く
ら
い
頼
り
に
し
て
い
る
人
な
の
に
、
愛
情
と
か
積
極
的
な
感
情
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

「
自
分
の
将
来
の
計
画
や
人
生
に
つ
い
て
は
、『
私
そ
ん
な
に
長
く
生
き
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
』、『
将
来
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
っ
て
い
う
の

が
、
よ
く
わ
か
ん
な
い
の
と
、
あ
と
考
え
が
あ
ん
ま
り
で
き
な
い
』」、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
っ
た
方
は
、
な
か
な
か
先
行
き
の
こ
と
を
見
通
す
っ
て
い
う

か
、
先
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
治
療
し
て
て
、
例
え
ば
来
年
は
受
験
だ
か
ら
と
か
う
ち
は
ロ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
と
か
、
そ
う
い
う

ふ
う
に
先
の
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
れ
ば
、
か
な
り
よ
く
な
っ
て
き
た
証
拠
で
す
。
今
と
い
う
よ
り
も
、
過
去
の
記
憶
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
そ

れ
以
上
先
に
進
め
な
い
感
じ
で
す
。
こ
れ
ら
が
Ｃ
の
（
四
）（
六
）（
七
）
に
該
当
い
た
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
四
を
見
て
く
だ
さ
い
。
今
度
は
Ｄ
の
項
目
で
す
け
れ
ど
も
、「
持
続
的
な
過
剰
覚
醒
の
症
状
」
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
五
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
五
項
目
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
六
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
診
断
基
準
で
す
。「
基
準
Ｄ
は
、
覚
醒
の
亢
進
の
症
状
を
示
し
て
い
る
。」。
覚
醒
が
亢
進
す
る
っ
て
ど
う

い
う
こ
と
か
と
い
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ふ
だ
ん
人
は
昼
間
覚
醒
し
て
、
夜
に
な
る
と
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
、
体
が
緩
ん
で
、
心
も
緩
ん
で
眠
り
に

つ
く
と
い
う
リ
ズ
ム
が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
常
に
緊
張
し
て
、
び
く
び
く
し
て
、
過
敏
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
、
身
構
え
て
い
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
く
と
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
睡
眠
も
取
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
二
七
を
見
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
さ
ん
の
症
状
で
言
い
ま
す
と
、
Ａ
さ
ん
は
不
眠
の
状
態
に
あ
り
ま
し
て
、
鑑
定
時
ま
で
の
一
か
月
の
間
で
、

入
眠
困
難
、
寝
入
り
が
悪
い
、
途
中
で
起
き
て
し
ま
う
、
朝
早
く
起
き
る
。
ど
れ
も
不
眠
の
症
状
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
人

の
話
を
『
聞
い
て
い
る
は
ず
な
の
に
、頭
ん
中
に
入
っ
て
来
な
い
』
の
で
聞
き
返
す
こ
と
が
多
い
。」。
こ
れ
は
ご
く
普
通
の
日
常
会
話
で
、ふ
だ
ん
だ
っ

た
ら
完
全
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
頭
の
中
に
全
然
入
っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
か
ら
、「
家
か
ら
外
に
出
た
と
き
は
『
人
と
す
れ
違
う
こ
と
が
多
い

の
で
、
そ
う
い
う
時
は
必
ず
警
戒
し
て
い
る
』」
と
。
東
京
で
人
と
擦
れ
違
う
た
び
に
警
戒
し
て
た
ら
、
ま
ず
歩
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
ず
っ
と
警
戒
感
が
取
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
「『
急
に
、
聞
こ
え
た
大
き
い
声
』
は
笑
い
声
で
あ
っ
て
も
ビ
ク
ッ
と
し
『
身
動
き
が
と



二
九
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れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
』『
や
っ
て
た
作
業
と
か
が
、そ
の
、し
て
る
動
作
の
ま
ま
止
ま
っ
て
た
り
』す
る
。」と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

Ｄ
の
（
一
）（
三
）（
四
）（
五
）
の
項
目
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
該
当
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
二
八
を
見
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、Ｅ
と
Ｆ
で
す
ね
。「
一
か
月
以
上
の
症
状
持
続
」と「
重
要
な
機
能
へ
の
障
害
」の
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
。

ス
ラ
イ
ド
二
九
を
見
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
症
状
の
持
続
期
間
が
一
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、

事
件
の
後
、
一
日
く
ら
い
、
最
初
一
日
は
も
っ
と
直
後
の
状
態
が
出
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
か
ら
現
れ
て
、
こ
の
鑑
定
時
現
在
ま
で
続
い

て
い
ま
し
た
。「
障
害
は
臨
床
的
に
著
し
い
苦
痛
ま
た
は
、
社
会
的
、
職
業
的
ま
た
は
他
の
重
要
な
領
域
に
お
け
る
機
能
の
障
害
を
ひ
き
起
こ
し
て
い

る
。」
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
今
ま
で
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
症
状
に
よ
っ
て
日
常
的
に
苦
痛
を
感
じ
て
い
て
、
被
害
後
か

ら

以
外
と
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
は
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
、
ま
た
買
物
な
ど
日
常
生
活
も
障
害
さ
れ
て
、
社
会
的
機
能
に
明
ら
か
な
影
響
が
あ
る
状
態
で
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
三
〇
を
見
て
く
だ
さ
い
。
以
上
か
ら
、
Ａ
さ
ん
の
診
断
を
ま
と
め
ま
す
と
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
が
つ
い
て
、
鑑
定
時
、
Ａ
か
ら
Ｆ
の
六
つ

の
診
断
基
準
を
満
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
項
目
数
が
そ
こ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
、
構
造
化
面
接
の
点
数
は
八
一
点
で
し
た
。
最
高

は
一
三
六
点
で
す
。
五
〇
点
以
上
は
要
治
療
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
が
、
私
が
診
た
今
ま
で
一
番
重
か
っ
た
方
は
、
一
〇
〇
点
台
で
す
ね
。

一
〇
一
点
と
か
一
〇
九
点
と
か
、
そ
う
い
う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
五
〇
点
で
も
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
診
断
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う

い
う
点
で
は
、
中
度
か
ら
重
度
く
ら
い
か
な
と
い
う
状
態
で
す
。
で
、
典
型
的
な
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
解
離
状
態
、
自

責
感
、
安
全
に
関
す
る
認
知
の
変
化
な
ど
、
診
断
基
準
に
は
な
い
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
も
存
在
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
あ
る

と
、
更
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
重
い
こ
と
が
多
く
て
、
そ
う
い
う
点
で
は
八
一
点
だ
と
重
度
と
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
は
本
件
の
被
害
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
体
験
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
お
話
し
し
た
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
て
、

ト
ラ
ウ
マ
体
験
じ
ゃ
な
い
と
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
と
、
全
く
整
合
性
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
男
性
が
怖
い
と
か
、
あ
る
い
は
事
件
時
と

同
じ
よ
う
な
、
例
え
ば
、

と
の
関
係
に
あ
る
と
き
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
事
件
が
ト
ラ
ウ
マ
体
験
で
あ
る
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と
考
え
れ
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
し
て
何
も
問
題
が
な
い
、
典
型
的
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
う
い
う
点
か
ら
は
、
こ
の
事
件
が
Ａ
基
準
の
ト
ラ

ウ
マ
体
験
で
あ
る
と
考
え
て
全
く
矛
盾
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
三
一
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
事
件
か
ら
の
時
間
に
よ
る
症
状
の
変
化
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
事
件
の
最
中
の
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
す

と
、
途
中
か
ら
非
現
実
感
、
離
人
感
、
健
忘
な
ど
が
起
き
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
っ
て
こ
れ
が
本
当
に
起
き
て
い
る
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
か
と
か
、

自
分
自
身
か
ら
自
分
が
離
れ
て
し
ま
っ
て
事
件
を
見
て
い
る
よ
う
な
体
験
と
か
、
そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
体
験
な
ん
で
す
が
、
余
り
に
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
、
自
分
が
自
分
の
こ
と
を
う
ま
く
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
な
ん
か
に
、
こ
う
い
う
解
離
の
症
状
と
い
う
の
が
起

き
て
き
て
、
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
最
中
に
解
離
が
起
き
て
く
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
特
に
性
暴
力
の
被
害
体
験
で
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
後
で
す
が
、
次
の
日
と
い
い
ま
す
か
、
彼
女
は
夜
、
そ
の
被
害
が
あ
っ
て
、
朝
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
調
べ
た
り
し
て
、
警
察

を
回
っ

て
、

時
く
ら
い
ま
で
掛
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
更
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
、
夜
、
男
性
の
お
客
さ
ん
か
ら

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
更
に
夜
中
に
ま
た
そ
の
仕
事
を
し
に
行
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
普
通
、
こ
う
い
う
事
件
の
後
、
ほ
ぼ
寝
な
い
で
、
し
か
も

状
態
が
悪
い
状
態
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ら
、
人
は
疲
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
で
は
疲
れ
も
感
じ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
直
後

は
非
常
に
重
い
麻
痺
の
状
態
、
そ
れ
を
全
部
合
わ
せ
る
と
解
離
と
言
え
る
も
の
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
状
態
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
直

後
に
は
解
離
が
強
く
て
、感
情
が
麻
痺
し
て
い
て
、外
か
ら
見
る
と
、一
見
冷
静
な
行
動
が
と
れ
て
い
る
と
。
こ
れ
も
非
常
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
直
後
の
状
態
な
の
で
、
む
し
ろ
少
し
よ
く
な
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
合
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の

場
合
も
、
多
分
二
日
前
後
く
ら
い
の
と
こ
ろ
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
が
出
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
ず
っ
と
そ
の
後
、
持
続
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
味
が
し
な
か
っ
た
り
、
音
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
と
い
う
症
状
も
一
緒
に
現
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
三
二
を
見
て
く
だ
さ
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
の
症
状
は
こ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ま
た
ア
メ

リ
カ
の
大
規
模
研
究
の
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
遷
延
化
に
関
す
る
知
見
」
に
関
し
て
の
グ
ラ
フ
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
た
も
の
で
す
。「
三
分
の
一
は
、
慢

性
化
、
遷
延
化
し
て
い
た
。」
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
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ス
ラ
イ
ド
三
三
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
今
度
は
レ
イ
プ
の
被
害
者
と
、
そ
れ
以
外
の
暴
力
の
被
害
者
に
つ
い
て
、
一
週
間
後
か
ら
一
二
か
月
後

ま
で
ず
っ
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
と
き
に
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
が
あ
る
人
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
そ
う

し
ま
す
と
、
青
で
示
し
て
い
る
レ
イ
プ
の
被
害
者
の
ほ
う
が
、
常
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
あ
る
割
合
が
高
く
、
残
存
し
て
い
く
率
も
高
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
三
四
を
見
て
く
だ
さ
い
。
先
ほ
ど
の
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
少
し
言
葉
で
説
明
し
て
み
ま
す
と
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
回
復
状
況
は

人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
期
間
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
疫
学
的
研
究
、
先
ほ
ど
の
研
究
な
ど
に
よ
れ
ば
、
全
体
の
半
分
程
度
は
一

年
で
回
復
す
る
が
、
そ
の
後
の
回
復
は
緩
や
か
と
な
り
、
全
体
の
三
分
の
一
の
人
は
、
病
状
が
回
復
す
る
こ
と
な
く
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
状
態
に
固
着
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
性
的
な
被
害
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
が
、
そ
れ
以
外
の
暴
力
被
害
よ
り
重
い
こ
と
が
複
数
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
人

の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
状
態
が
重
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
回
復
ま
で
に
一
年
以
上
を
要
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
ふ
う
に
診
断
し
ま
し
た
。」

㈣　

裁
判
員
及
び
裁
判
官
か
ら
も
証
人
に
幾
つ
か
の
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
裁
判
員
一 

Ｑ
：
先
ほ
ど
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
ほ
う
で
御
説
明
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
同
じ
例
え
ば
レ
イ
プ
と
い
う
被
害

に
遭
っ
た
場
合
に
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
る
人
と
な
ら
な
い
人
、
こ
の
違
い
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
：
は
い
。
ま
ず
、
そ
こ
が
当
然
臨
床
で
は
大
き
な
問
題
に
な
る
の
で
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
研
究
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
事
前
の
要
因
と
か
、

そ
の
最
中
の
要
因
と
か
、
事
後
の
要
因
と
か
が
い
ろ
い
ろ
調
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
事
前
の
要
因
と
し
て
は
、
何
回
か
今
日
お
話
し
を
し
た

よ
う
な
精
神
病
が
あ
る
、何
ら
か
の
精
神
障
害
が
あ
る
と
か
、そ
れ
か
ら
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
歴
、例
え
ば
虐
待
な
ん
か
が
典
型
的
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
場
合
は
や
っ
ぱ
り
な
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
事
件
の
最
中
の
こ
と
と
し
て
は
解
離
症

状
、
こ
れ
も
今
日
出
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
き
に
は
発
症
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
事
後

の
要
因
と
し
て
は
、
比
較
的
安
定
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
人
は
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
当
然
大
き
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さ
が
あ
る
わ
け
で
す
け
ど
、
大
き
さ
を
相
対
的
に
比
べ
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
一
番
聞
い
て
い
る
の
は
、
今
の
と
こ

ろ
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
事
件
最
中
の
解
離
、
そ
れ
か
ら
直
後
の
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
解
離
を
含
む
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
、
そ
れ
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
辺
り
で
す
。

堀
内
健
太
郎
裁
判
官　

Ｑ
：
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
罹
患
さ
れ
た
被
害
者
の
方
で
、
ト
ラ
ウ
マ
の
場
面
と
い
う
の
は
ど
れ
く
ら
い
正
確
に
覚
え
て
い
る
も
の
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
一
般
論
と
し
て
と
い
う
こ
と
で
お
答
え
で
き
る
範
囲
で
答
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
ト
ラ
ウ
マ
記
憶
は
、
普
通
の
記
憶
に
比
べ
る
と
、
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
お
話
を
し
ま
し
た
よ
う
に
、
詳
細
で
、
冷
凍

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
で
す
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
聞
き
出
せ
れ
ば
比
較
的
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
、
例
え
ば
そ
の
と
き
左
腕
が
上
が
っ
て
と
か
、
そ
の
と

き
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
み
た
い
な
こ
と
を
、
直
感
的
な
記
憶
で
す
ね
、
そ
う
い
う
形
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
中
に
は
回
避

症
状
が
強
く
て
全
く
語
れ
な
い
と
か
、
事
件
そ
の
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
一
言
で
は
な
か
な
か
言
い
に
く
い
状
態

で
す
。

Ｑ
：
今
回
の
Ａ
さ
ん
の
場
合
も
、
当
初
は
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
か
。

Ａ
：
Ａ
さ
ん
の
場
合
は
、
警
察
の
調
書
を
見
る
と
、
直
後
に
比
較
的
詳
細
に
言
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、
そ
の
状
態
は
そ
の
後
す
ぐ
思
い
出

せ
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。お
会
い
し
た
と
き
に
は
、む
し
ろ
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
あ
ん
ま
り
話
せ
な
い
と
い
う
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

治
療
の
ほ
う
も
含
め
て
言
い
ま
す
と
、
治
療
の
最
中
に
は
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
か
な
り
詳
細
に
思
い
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
最
終
的
に
思
い
だ
さ
れ
た
話
と
い
う
の
は
、
直
後
に
話
さ
れ
た
内
容
と
同
じ
よ
う
な
内
容
を
話
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

Ａ
：
基
本
的
に
は
同
じ
で
し
た
。
比
較
的
安
定
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
直
後
の
記
憶
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
、
冷
静
な
期
間
と
い
う
か
、
直
後
な
の
で
ま
だ
麻
痺
し
て
い
る
期
間
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
証

人
に
お
聞
き
す
る
の
が
正
し
い
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
記
憶
と
い
う
の
は
正
確
な
の
か
、
あ
る
い
は
麻
痺
し
て
い
る
分
、
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何
か
お
話
し
に
少
し
ず
れ
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
と
い
う
の
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
麻
痺
し
て
、
例
え
ば
途
中
か
ら
も
う
健
忘
が
起
こ
っ
て
い
れ
ば
、
当
然
そ
こ
は
話
せ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
感
覚
の
歪
曲
み
た
い
な
も
の

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
で
す
ね
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
、
記
憶
は
、
私
ど
も
の
研
究
領
域
か
ら
言
う
と
、
思
い
出
さ
れ
る
た
び
に
歪
曲
し
ま
す
。

そ
れ
は
ど
ん
な
証
言
で
も
、
ど
ん
な
場
合
で
も
一
緒
で
す
。
常
に
、
歪
曲
と
い
う
か
変
化
す
る
も
の
が
記
憶
な
ん
で
す
ね
。
た
だ
、
裁
判
で
は
そ
う

い
う
ふ
う
に
記
憶
の
こ
と
を
扱
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
か
言
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
例
え
ば

何
十
回
も
調
書
で
聞
か
れ
れ
ば
、
当
然
そ
こ
に
は
変
化
は
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
記
憶
は
常
に
変
わ
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
の
領
域
で
は
一
般
的
に
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
次
の
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
が
、
弁
護
人
の
質
問
の
中
で
、
Ａ
さ
ん
の
供
述
が
信
用
で
き
る
根
拠
と
し
て
、
犯
人
逮
捕
の
と
き
に
何
も
感

じ
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
Ａ
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
証
人
の
ほ
う
で
説
明
さ
れ
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
か
に
Ａ
さ
ん
が

今
回
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
供
述
の
信
用
で
き
る
根
拠
と
し
て
は
ど
う
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
一
つ
は
で
す
ね
、
要
す
る
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
は
、
今
日
こ
う
や
っ
て
説
明
し
て
も
な
か
な
か
皆
様
に
理
解
い
た
だ
け
な
い
く
ら
い
、
か
な
り

特
殊
な
も
の
が
多
い
で
す
。
感
情
と
記
憶
に
関
わ
っ
て
、
し
か
も
、
そ
の
再
現
の
さ
れ
方
に
関
す
る
問
題
だ
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
聞

き
方
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
本
人
の
自
由
な
発
言
で
求
め
る
も
の
な
の
で
、
そ
こ
を
詐
病
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
本

人
が
知
り
得
な
い
、
専
門
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
話
を
し
て
い
る
と
。
か
つ
で
す
ね
、
御
本
人
、
そ
れ
か
ら

は
、
倒
れ
た
り
す
る

こ
と
の
ほ
う
が
目
立
ち
ま
す
か
ら
、
そ
っ
ち
を
す
ご
く
気
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

そ
れ
も
詐
病
か
ら
非
常
に
遠
い
態
度
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
供
述
が
非
常
に
具
体
的
で
、
専
門
家
に
し
か
分
か
ら
な
い
詳
細
な
と
こ
ろ
を
ち
ゃ

ん
と
充
た
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
本
人
は
私
の
ほ
う
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
に
入
ら
な
い
よ
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
に
む
し

ろ
力
点
を
置
い
て
話
し
て
い
る
こ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
か
も
供
述
の
信
用
性
を
認
め
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

三
上
孝
浩
裁
判
官　
Ｑ
：
九
月
二
六
日
時
点
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
評
価
基
準
を
充
た
さ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
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Ａ
：
は
い
。

Ｑ
：
こ
れ
は
、
言
葉
と
し
て
「
治
っ
た
」
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
い
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：「
治
っ
た
」
の
定
義
に
よ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
あ
治
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
少
な
く
と
も
、
そ
の
症
状
が
消
失
し
た
と
評
価
し
得
る
と
い
う
表
現
と
し
て
は
、
構
わ
な
い
で
す
か
。

Ａ
：
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
後
、
な
ん
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
然
、
ど
ん
な
病
気
で
も
再
発

と
い
う
こ
と
は
起
こ
り
得
る
わ
け
で
す
よ
ね
。そ
の
ほ
か
の
例
え
ば
う
つ
病
に
し
て
も
、そ
れ
こ
そ
適
応
障
害
に
し
て
も
何
で
も
起
こ
り
得
る
わ
け
で
、

そ
う
い
う
こ
と
ま
で
含
め
て
、
も
う
絶
対
な
い
ぞ
と
い
う
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
一
三
点
ま
で
下
が
り
ま
し
た
、
評
価
基
準
を
充
た
さ
な
く
な
り
ま
し
た
、
だ
け
ど
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
ま
た
評
価
さ
れ
得
る
ほ
ど
に
再
発
す
る
、
あ
る

い
は
基
準
を
充
た
す
く
ら
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
今
後
考
え
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
こ
の
事
件
で
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

Ｑ
：
は
い
。

Ａ
：
そ
れ
は
な
か
な
か
考
え
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
回
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
昨
日
、
Ａ
さ
ん
の

の
話
で
、
一
一
月
半
ば
頃
に
Ａ
さ
ん
が
急
に
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
そ
う

い
う
事
情
が
一
つ
あ
っ
た
と
し
て
も
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
先
ほ
ど
言
っ
た
評
価
基
準
を
充
た
し
て
い
く
ほ
ど
に
は
、
恐
ら
く
、
も
う
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、

大
丈
夫
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。
別
の
ト
ラ
ウ
マ
体
験
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
確
認
で
す
が
、
結
論
と
し
て
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
う
つ
病
と
か
統
合
失
調
症
等
の
病
名
の
記
載
が
あ
っ
て
も
、
本
日
、
Ａ
さ
ん
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
結
論
に
は
変
わ
り
は
な
い
、
先
生
の
評
価
は
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

Ａ
：
あ
そ
こ
の
診
断
の
欄
と
い
う
の
は
、
あ
ん
ま
り
精
神
科
医
は
、
多
分
誰
も
重
視
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
カ
ル
テ
の
中
に
、
あ
る
い
は
診
断
書
の
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中
に
書
い
て
あ
る
病
名
が
通
常
こ
の
人
が
診
断
し
た
病
名
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
た
。

Ｑ
：
最
後
で
す
が
、
弁
護
人
の
ほ
う
か
ら
、
添
い
寝
の
関
係
で

と
の
位
置
関
係
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
Ａ
さ
ん
は
、
添
い
寝

と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
今
回
被
害
を
受
け
た
と
き
に
右
腕
の
と
こ
ろ
に
被
告
人
が
乗
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
自
分
と
し
て
は
言
っ
た
と
い

う
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
の
位
置
関
係
で
Ａ
さ
ん
が
話
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
お
か
し
く
な
い
で
す
か
。

Ａ
：
そ
れ
は
お
か
し
く
な
い
で
す
ね
。」

以
上
が
、
東
京
地
裁
で
展
開
さ
れ
た
公
判
廷
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
巡
る
論
議
で
あ
る（

（（
（

。

四　

結　
　
　

語

㈠　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
精
神
医
学
の
専
門
用
語
は
、
裁
判
員
に
と
り
用
語
と
し
て
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
臨
床
場
面
で
の
治
療
法
に
つ
い
て
は
難

解
な
概
念
で
あ
る
。
裁
判
員
は
、
公
判
廷
で
の
精
神
科
医
の
証
言
と
証
言
に
対
す
る
検
察
官
、
弁
護
人
及
び
裁
判
官
の
尋
問
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、
足

ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
評
議
の
場
で
補
っ
て
一
定
の
理
解
に
達
し
た
う
え
で
強
姦
致
傷
罪
の
判
断
に
至
っ
た
も
の
と
思
慮
す
る
。

㈡　

限
ら
れ
た
公
判
期
日
の
中
で
難
解
な
精
神
医
学
用
語
に
つ
い
て
裁
判
員
の
理
解
を
得
る
に
は
、
公
判
前
整
理
手
続
で
争
点
整
理
を
行
い
証
人
と
し

て
採
用
予
定
の
精
神
科
医
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施
と
公
判
廷
で
の
証
人
尋
問
で
の
適
切
な
ス
ラ
イ
ド
の
使
用
が
必
須
の
要
件
で
あ
る
。

本
事
案
の
被
害
者
は
、
当
初
鑑
定
人
の
全
治
一
年
以
上
と
の
診
断
よ
り
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
七
か
月
で
治
癒
し
て
い
る
。
弁
護
人
は
、
回
復
の
早
ま
っ

た
点
を
と
ら
え
被
害
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
軽
微
で
あ
り
強
姦
致
傷
罪
に
は
該
当
し
な
い
と
主
張
す
る
。

被
害
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
か
ら
の
早
期
回
復
は
、
治
療
に
採
用
さ
れ
た
認
知
行
動
療
法
の
一
つ
で
あ
る
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
法
（prolonged expo-

sure therapy

）（
（（
（

の
効
果
で
あ
り
、
被
害
者
と
治
療
者
で
あ
る
鑑
定
人
と
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
。
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平
成
二
六
年
一
二
月
五
日
開
廷
さ
れ
た
東
京
地
裁
刑
事
第
一
一
部
第
二
回
公
判
廷
で
の
精
神
科
医
の
証
人
尋
問
は
、
裁
判
員
に
と
り
理
解
し
や
す
い
も

の
で
あ
っ
た
。

㈢　

裁
判
員
裁
判
公
判
廷
で
精
神
医
学
用
語
を
裁
判
員
に
理
解
し
易
く
す
る
方
策
実
現
に
は
、
精
神
科
医
の
説
明
ス
キ
ル
の
向
上
と
日
常
的
診
療
と
は

異
質
な
刑
事
裁
判
の
公
判
廷
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
鑑
定
及
び
供
述
の
出
来
る
専
門
家
の
養
成
と
相
互
研
鑚
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

㈣　

憲
法
三
七
条
一
項
は
、
被
告
人
に
公
平
な
裁
判
所
で
の
迅
速
な
公
開
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
刑
事
裁
判
の
妥
当
性
を
検
証
す
る

に
は
、
事
後
的
に
確
定
判
決
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一
項
は
、
被
告
事
件
の
終
結
後
、
訴
訟
記
録
の
公
開
・
閲
覧
を
何
人
に
も

保
障
す
る
。
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
は
、
保
管
検
察
官
に
保
管
記
録
の
閲
覧
を
義
務
付
け
て
い
る
。
東
京
地
検
記
録
係
担
当
者
は
、
本
稿
で
検

討
の
対
象
と
し
た
東
京
地
裁
平
成
二
六
年
一
二
月
一
一
日
刑
事
第
一
一
部
判
決
閲
覧
に
際
し
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
理
由
と
す
る
過
剰
な
制
約
後
に

マ
ス
キ
ン
グ
し
た
確
定
記
録
を
閲
覧
に
供
し
た
。
記
録
係
担
当
者
に
よ
る
本
閲
覧
制
限
は
、
裁
判
員
裁
判
の
問
題
点
を
考
察
す
る
視
点
か
ら
は
重
大
な
疑

義
を
有
す
る
不
当
な
制
限
で
あ
る
。
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
の
運
用
実
務
は
、
保
管
検
察
官
の
職
務
を
代
行
す
る
記
録
係
担
当
者
の
判
断
に
よ

り
左
右
さ
れ
て
い
る
実
情
を
指
摘
し
、
適
正
な
運
用
の
実
現
を
求
め
た
い（

（（
（

。

（
1
）
司
法
制
度
改
革
の
経
緯
と
裁
判
員
法
成
立
ま
で
の
概
略
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
裁
判
員
裁
判
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
（
一
）
─
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
五
月
二
一
日

第
一
刑
事
部
判
決
を
素
材
に
─
」、
武
蔵
野
法
学
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
、
二
三
七

頁
以
下
所
収
）。

（
2
）
公
判
前
整
理
手
続
に
つ
い
て
、
前
掲
註（
1
）
拙
稿
「
裁
判
員
裁
判
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
（
一
）」、
武
蔵
野
法
学
一
号
二
三
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判

の
臨
床
的
研
究
』、
二
五
六
頁
下
所
収
）。
検
察
官
の
求
刑
を
超
過
す
る
量
刑
に
つ
い
て
、
前
掲
註（
1
）
拙
稿
「
裁
判
員
裁
判
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
（
一
）」、
武
蔵

野
法
学
一
号
三
四
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、
二
六
五
頁
以
下
所
収
）。
控
訴
審
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
裁
判
員
裁
判
制
度
に
内
在

す
る
諸
問
題
─
広
島
高
裁
松
江
支
部
平
成
二
六
年
三
月
二
〇
日
判
決
を
素
材
に
─
」、
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所
年
報
第
九
号
（
二
〇
一
四
年
）
九
頁
以
下
参
照



三
〇
六

（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、
一
八
五
頁
以
下
所
収
）。

（
3
）
最
高
裁
平
成
二
六
年
三
月
一
〇
日
第
一
小
法
廷
決
定
参
照
（
刑
集
六
八
巻
三
号
九
五
頁
参
照
）。

（
4
）
最
高
裁
平
成
二
六
年
七
月
二
四
日
第
一
小
法
廷
判
決
参
照
（
刑
集
六
八
巻
六
号
九
三
一
頁
以
下
参
照
）。

（
5
）
平
成
二
八
年
二
月
一
日
開
催
第
二
八
回
「
裁
判
員
制
度
の
運
用
等
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
議
事
概
要
二
頁
参
照
（http://w

w
w

.courts.go.jp/saikosai/
vcm

s_lf/80802701.pdf

）。

（
6
）
「
裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
（
制
度
施
行
〜
平
成
二
八
年
八
月
末
・
速
報
）」（http://w

w
w

.saibanin.courts.go.jp/vcm
s_lf/h28_8_saibaninsokuhou.

pdf

）
参
照
。

（
7
）
寺
田
逸
郎
最
高
裁
判
所
長
官
の
挨
拶
に
つ
い
て
、http://w

w
w

.courts.go.jp/vcm
s_lf/280623aisatsu.pdf

。

（
8
）
平
成
二
八
年
五
月
一
〇
日
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
に
お
い
て
殺
人
未
遂
等
で
公
訴
提
起
さ
れ
た
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
「
工
藤
会
」（
北
九
州
市
）
系
組
幹
部
の
裁
判

員
裁
判
第
一
回
公
判
終
了
後
、
同
日
午
後
四
時
過
ぎ
、
被
告
の
関
係
者
が
同
裁
判
所
近
く
の
バ
ス
停
で
、
裁
判
員
二
人
に
「
あ
ん
た
ら
の
顔
は
覚
え
と
る
け
ん
ね
」「
よ

ろ
し
く
ね
」「
も
う
あ
る
程
度
刑
は
決
ま
っ
と
る
や
ろ
」
と
声
を
掛
け
た
の
を
受
け
て
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
計
五
人
が
辞
任
し
た
。
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
は
、
同
裁

判
を
裁
判
員
裁
判
除
外
と
し
、
職
業
裁
判
官
の
み
の
合
議
体
で
審
理
し
た
。
六
月
八
日
、
福
岡
地
検
小
倉
支
部
は
、
元
工
藤
会
系
組
員
他
一
名
を
裁
判
員
法
一
〇
六
条

及
び
同
法
一
〇
七
条
で
起
訴
し
た
。
産
経
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
七
日
参
照
（http://w

w
w

.sankei.com
/w

est/new
s/160617/w

st1606170072-n1.htm
l

）。

（
9
）
難
解
な
概
念
に
つ
い
て
、
司
法
研
修
所
編
『
難
解
な
法
律
概
念
と
裁
判
員
裁
判
』、
法
曹
会
、
平
成
二
一
年
参
照
。
責
任
能
力
に
つ
い
て
の
具
体
的
事
案
を
通
し
て
の

問
題
点
に
つ
い
て
、前
掲
註（
1
）
拙
稿
「
裁
判
員
裁
判
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
（
一
）」、武
蔵
野
法
学
一
号
七
三
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、

二
九
七
頁
下
所
収
）。

（
10
）
平
成
二
八
年
六
月
三
日
東
京
地
裁
で
開
催
さ
れ
た
裁
判
員
経
験
者
の
意
見
交
換
会
で
は
、
責
任
能
力
が
争
点
と
な
っ
た
裁
判
員
裁
判
の
裁
判
員
経
験
者
が
自
ら
の
経

験
を
述
べ
て
い
る
（
同
意
見
交
換
会
で
の
議
事
概
要
参
照http://w

w
w

.courts.go.jp/tokyo/vcm
s_lf/saibanin-giji-2016.5.pdf

）。

（
11
）W

orld H
ealth O

rganization,1992,T
he ICD

-10 Classsification of M
ental and Behavioural D

isorders.  

融 

道
男
・
中
根
允
文
・
小
見
山 

実
〔
監

訳
〕『ICD

-10

精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害
─
臨
床
記
述
と
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
─
』、
医
学
書
院
、
一
九
九
三
年
。A

m
erican Psychiatric A

ssocistion, 2013, 
D

iagnostic and Statistical M
anual of M

ental D
isorders, Fifth Edition.  

高
橋
三
郎
・
大
野
裕
〔
監
訳
〕『D

SM
-5 

精
神
疾
患
の
診
断
・
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
』、

医
学
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
二
五
頁
参
照
。

（
12
）
刑
集
六
六
巻
八
号
七
一
〇
頁
参
照
。
な
お
、
傷
害
罪
に
関
し
て
最
高
裁
平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
第
二
小
法
廷
決
定
参
照
（
刑
集
五
九
巻
二
号
五
四
頁
以
下
参
照
）。

（
13
）
刑
集
六
六
巻
八
号
八
八
〇
頁
以
下
参
照
。
東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
女
性
生
涯
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
加
茂
登
志
子
医
師
及
び
武
蔵
野
大
学
教
授
小
西
聖
子
医
師
は
、

原
審
東
京
地
裁
で
被
害
者
各
二
名
の
精
神
鑑
定
を
し
、
鑑
定
意
見
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。
東
京
地
裁
平
成
一
九
年
一
〇
月
一
九
日
刑
事
第
七
部
判
決
参
照
（
刑
集
六
六

巻
八
号
七
七
三
頁
以
下
参
照
）。



三
〇
七

裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
難
解
な
精
神
医
学
用
語
に
関
す
る
一
考
察
（
林
）

（
14
）
精
神
科
医
の
刑
事
事
案
で
の
被
害
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
の
鑑
定
書
作
成
及
び
法
廷
で
の
証
言
に
つ
い
て
、
小
西
聖
子
「
司
法
と
犯
罪
被
害
者
─
鑑
定
書
と
証
言

の
実
際
」、
小
西
聖
子
編
著
『
犯
罪
被
害
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
』、
誠
信
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二
三
頁
以
下
参
照
。

（
15
）
影
山
任
佐
教
授
は
、
精
神
鑑
定
人
の
条
件
に
つ
い
て
「
精
神
鑑
定
人
は
臨
床
精
神
医
学
に
精
通
し
て
い
る
専
門
家
で
あ
る
こ
と
は
必
要
条
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
十

分
と
は
言
え
な
い
。
責
任
能
力
論
な
ど
法
理
論
や
法
体
系
に
明
る
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
鑑
定
の
実
際
に
当
た
っ
て
は
、
供
述
心
理
学
、
詐
病
や
こ
れ
と
は

逆
に
疾
患
を
故
意
に
隠
す
疾
患
隠
蔽
（dissim

ulation

）、
拘
禁
性
精
神
障
害
な
ど
の
十
分
な
知
識
や
経
験
が
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
（
中
田 

修
、
小
田 

晋
、

影
山
任
佐
、
石
井
利
文
〔
編
著
〕『
精
神
鑑
定
事
例
集
』、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
二
〇
頁
以
下
参
照
）。
岡
田
幸
之
「
裁
判
員
制
度
に
お
け
る
精
神
鑑
定
」、

司
法
精
神
医
学
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
八
頁
以
下
、
同
「
責
任
能
力
判
断
の
構
造
」、
論
及
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
三
頁
以
下
参
照
。
小
畠
秀

吾
准
教
授
は
、
裁
判
員
裁
判
実
施
に
伴
い
鑑
定
の
議
論
の
過
度
の
単
純
化
と
過
剰
な
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
懸
念
す
る
（
小
畠
秀
吾
「
司
法
精
神
医
学
の
専
門
化

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」、
犯
罪
学
雑
誌
八
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
一
七
頁
以
下
、
特
に
一
二
一
頁
参
照
）。
精
神
科
医
が
証
人
尋
問
に
先
立
ち
裁
判
員
の
理
解
を

容
易
に
す
る
た
め
精
神
鑑
定
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
後
、
証
人
尋
問
を
行
っ
た
具
体
的
な
事
案
に
つ
い
て
、
前
掲
註（
１
）
拙
稿
「
裁
判
員
裁
判
制

度
に
内
在
す
る
諸
問
題
─
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
五
月
二
一
日
第
一
刑
事
部
判
決
を
素
材
に
─
（
一
）」、
武
蔵
野
法
学
一
号
一
頁
以
下
、
特
に
六
一
頁
以
下
参
照
（
拙

著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、
二
三
七
頁
以
下
所
収
、
特
に
二
八
八
頁
以
下
参
照
）。

（
16
）
本
判
決
は
、
公
刊
物
未
登
載
で
あ
る
。
傍
聴
時
の
法
廷
入
口
に
記
載
さ
れ
た
罪
名
は
、
強
姦
致
傷
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
、
大
麻
取
締
法
違
反
、
麻
薬
及
び
向
精

神
薬
取
締
法
違
反
で
あ
っ
た
。
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
に
基
づ
く
本
判
決
の
保
管
記
録
閲
覧
申
請
に
際
し
、
東
京
地
検
記
録
係
担
当
者
は
被
告
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
及
び
強
姦
致
傷
罪
と
い
う
性
犯
罪
に
関
す
る
事
案
で
あ
り
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
称
し
て
数
々
の
制
約
を
課
し
て
い
る
。
担
当
者
は
、「
閲
覧
の
趣
旨
は
何

か
」
と
研
究
内
容
に
介
入
す
る
質
問
を
し
、「
裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
責
任
能
力
等
裁
判
員
に
と
っ
て
難
解
な
事
項
に
関
す
る
研
究
─
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
小
西
聖
子
鑑

定
」
と
回
答
す
る
と
、
小
西
聖
子
鑑
定
以
外
の
部
分
は
対
象
外
と
の
制
約
を
し
た
。
閲
覧
し
た
保
管
記
録
は
、
判
決
書
き
主
文
の
量
刑
（
懲
役
四
年
一
〇
月=

傍
聴
時

の
メ
モ=

）
も
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
小
西
鑑
定
及
び
供
述
以
外
は
全
て
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
、
罪
名
に
つ
い
て
も
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
、
大
麻
取
締
法
違
反
、
麻
薬
及
び

向
精
神
薬
取
締
法
違
反
に
つ
い
て
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。
本
件
公
判
前
整
理
手
続
は
、
平
成
二
六
年
八
月
五
日
か
ら
平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
ま
で
七
回
開

催
さ
れ
公
判
前
整
理
手
続
調
書
（
手
続
）
の
争
点
整
理
に
関
す
る
事
項
は
一
回
か
ら
六
回
ま
で
未
記
載
で
あ
り
、
七
回
に
お
い
て
の
み
記
載
さ
れ
別
紙
「
争
点
整
理
案
」

が
添
付
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

（
17
）
「
打
合
せ
調
書
（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）」
に
よ
る
と
、
裁
判
長
裁
判
官
大
善
文
男
、
裁
判
官
三
上
孝
浩
、
裁
判
官
堀
内
健
太
郎
、
検
察
官
三
田
村
忍
及
び
中
山
理
恵
子
、

弁
護
人
（
主
任
）
阿
部
哲
二
及
び
湯
山
花
苗
が
出
席
し
て
い
る
。

（
18
）
平
成
二
六
年
一
二
月
五
日
第
二
回
公
判
速
記
録
に
よ
る
（
こ
の
証
人
の
尋
問
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
法
六
五
条
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
訴
訟
関
係
人
の
尋
問
及

び
供
述
等
を
記
録
媒
体
に
記
録
し
た
）。

（
19
）
第
二
回
公
判
で
は
、
小
西
聖
子
証
人
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
説
明
後
、
証
人
と
検
察
官
及
び
弁
護
人
と
の
尋
問
が
あ
っ
た
が
紙
数
の
関
係
で
省
略
し
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。



三
〇
八

控
訴
審
東
京
高
裁
平
成
二
七
年
六
月
三
〇
日
第
一
〇
部
刑
事
判
決
は
、
量
刑
不
当
と
す
る
被
告
人
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

（
20
）
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
法
に
つ
い
て
は
、
先
に
検
討
し
た
最
高
裁
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
第
二
小
法
廷
決
定
の
原
審
東
京
高
裁
平
成
二
二
年
一
一
月
二
六
日
第

五
刑
事
部
判
決
に
お
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
（
原
審
で
は
「
持
続
的
曝
露
療
法
」
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
。
刑
集
六
六
巻
八
号
八
八
八
頁
参
照
）。
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
法
に
つ
い
て
、
バ
ー
バ
ラ
・
Ｏ
・
ロ
ス
バ
ウ
ム
、
エ
ド
ナ
・
Ｂ
・
フ
ォ
ア
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ａ
・
ヘ
ン
ブ
リ
ー
（
監
訳
者
：
小
西
聖
子
、
金 

吉
晴
）『
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
の
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
療
法
─
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
情
動
処
理
の
た
め
に
』、
星
和
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
同
『
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
療
法
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
』、
星
和
書
店
、
二
〇
一
二
年
参
照
。

（
21
）
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
松
江
地
検
及
び
東
京
地
検
で
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
に
基
づ
き
保
管
記
録
を
閲
覧
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
松
江

地
検
及
び
東
京
地
検
で
閲
覧
し
た
い
ず
れ
の
事
案
の
確
定
記
録
も
詳
細
な
公
判
前
整
理
手
続
が
付
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
裁
判
員
裁
判
に
内
在
す
る
諸
問
題
─
松
江
地

裁
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
九
日
判
決
─
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
に
基
づ
く
保
管
記
録
を
素
材
と
し
て
─
」、
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所
年
報
第
一
〇
号

（
二
〇
一
五
年
）
一
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、
六
一
頁
以
下
所
収
）、
前
掲
註（
2
）
同
「
裁
判
員
裁
判
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
─
広
島

高
裁
松
江
支
部
平
成
二
六
年
三
月
二
〇
日
判
決
を
素
材
に
─
」、
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所
年
報
第
九
号
九
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、

一
八
五
頁
以
下
所
収
）、
前
掲
註（
1
）
同
「
裁
判
員
裁
判
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
─
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
五
月
二
一
日
第
一
刑
事
部
判
決
を
素
材
に
─
（
一
）」、

武
蔵
野
法
学
一
号
一
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
裁
判
員
裁
判
の
臨
床
的
研
究
』、
二
三
七
頁
以
下
所
収
）。

（
武
蔵
野
大
学
法
学
部
教
授
）


